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1．は じ め に

　近年， 欧米を中心 に管理会計チ ェ ン ジ の研究

が盛ん で ある 。 管理 会計 チ ェ ン ジ研究 とは，管

理 会計 シ ス テ ム ・実務が，なぜ ，ど の よ うに

チ ェ ン ジする の か を明らか に する研究で ある 。

　本稿で は，文献サーベ イ を通 じて，まずは ，

管理 会計チ ェ ン ジ研究の 特徴を
， 研究 目的 ， 研

究対象，研究方法論の観点から検討する。次に，

多 く の 管理 会計 チ ェ ン ジ研究 を，   構造 的

パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ，  制度 論 的 パ ー

ス ペ ク

テ ィ ブ，  普及論的 パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ の 3 つ

に分類 して ，その 概要 を説明す る。最後 に，管

理会計チ ェ ン ジ研究の将来 の 可 能性 を展望 した

い と考えて い る 。

2．管理会計チ ェ ン ジ研究 とは

管理 会計チ ェ ン ジ （management 　accOunting
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change ） と い う言葉 は，欧文 ジ ャ
ー

ナ ル に も

頻繁に登場する が，どの 範囲の研究まで を含め

る の か と い う点で は，統
一

した見解に は至 っ て

い な い よ うで あ る
z〕

。 そ こ で まず，管理会計

チ ェ ン ジ に 関する研究 の 目的 と
， 対象 と す る 管

理会計 シ ス テ ム ・実務 の 特徴 を，導入研究 との

比較 を交えなが ら整理 す る こ と にす る 。

管理 会計 チ ェ ン ジ研究の 目的

　管理会計チ ェ ン ジ に 関す る研 究の 多くが掲げ

る研究 目的は ， 管理会計シス テ ム ・実務が，な

ぜ ，どの よ うにチ ェ ン ジす る の か を明 らか に す

る こ とである
3）

。
こ の H 的 の た め に，管理会計

シ ス テ ム ・実務 の チ ェ ン ジを取 り巻 く諸変数 と，

それ らの 変数と管理 会計チ ェ ン ジ との 関係の解

明を目指 して い る 。

管理 会計チ ェ ン ジ研 究 の対象

　そ の 研究対象は，導入研究 が ABC （Activity−

Based　Costing＞や BSC （Balanced　Scorecard）

な どの 革新的管理 会計 シ ス テ ム を主 た る対象と

して きた の に対 して ，あ らゆ る管理会計 シ ス テ

ム ・実務である 。 それ は ， 革新的管理会計シ ス

テ ム だけ で な く伝統的な管理 会言1’シ ス テ ム を含

2）　 管理 会計 チ ェ ン ジ に関 す る包 括 的 な文献 サ ーベ

　イ は ほ と ん ど 見当 た らな い 。Accounting，　Orga−

　 nixations 　and 　Soc’iety誌 掲載 論 文 を 対象 と し た

　Boxter　and 　Chua ［2003］が 利 用 可能で あ るが，
　 90年代以 降の 文献 が 十分 に 取 りあげ ら れ て い な い 。
3）　狭 義の 定義 と言 え よ う 。 広 義 に は，管 理 会計 シ

　ス テ ム ・情報 ・実務が組織変革 （。 rganizatiQnal

　change ）に 与 え る影響 に 焦点 を 当 て た 研究 も含

　む と考え られ る 。
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む とい う意味 と，仕組み （組織 レベ ル ）だけで

な く実際に どの ように利用 され て い る の か とい

う職務慣行 として の 管理 会計 （個人，集団 レ ベ

ル） を含む とい う 2 つ の 意味が ある 。

　また，チ ェ ン ジとは，学術 的 に 注 目 される先

進性の ある イノ ベ ーシ ョ ン を含む概念で は ある

が，主 に は，管理会計シ ス テ ム へ の 対 応 の 変化

（組織 レ ベ ル で は，導入研究に見 られ る ，開始，

採 用，適 応，受容，利 用，統合 ［Kwon 　and

Zmud ．1987］，中断，廃止 ；個 人 レ ベ ル で は抵

抗）や ，シ ス テ ム そ の もの の 変更，修正 （改善

も改悪 もあ り得る）を含む
4｝

。

101

図 1　管理 会計チ ェ ン ジ研究の 主 な変数間関係

管理 会計 チ ェ ン ジ研 究の 方法論

　多様 な研究方法論が 用い られ る こ とも， こ の

研究領域 の 特徴 と して 挙げ る こ とが で きる 。

　サーベ イ研究 として は，管埋会計シ ス テ ム を

取 り巻 く組織内外の 要因を独立変数，管理会計

シ ス テ ム ・チ ェ ン ジ を従 属変 数 と した 研
．
究

［Libby　and 　Waterhouse．1996；Wi ！liams　and

Seaman ；2001 ； な ど］，管理 会計 シ ス テ ム を取

り巻 く組織 内外 の 要 因を独 立変数，管理 会計

チ ェ ン ジ と組織の部 門業績 を従属変数とした研

究 ［Baines　 and 　Langfield−Smi 亡h、2003］， 管

理会計 シ ス テ ム ・チ ェ ン ジ を独 立変数，組織 の

部 門業績 を従 属変 数 とす る研 究 ［Williams

and 　Seaman
，
2002］ な どがあ る （図 1 参照）。

　 ま た，Laitinen ［2001］ は，組 織特性 と モ

チ ベ ーシ ョ ン ・パ ターン を独立変数，管理会計

チ ェ ン ジ を従属変数 としたサ
ーベ イ研 究 と数学

モ デ ル とを併用 して い る 。

　他 に も，経時的ケ
ー

ス 研究 （1ongitudtnal　case

study ）　［Boyns 　et　 a ！，1999； Cobb 　e し al ，1995 ；

Helden　 et 　al ，200 ⊥〜 Kasurinen，2002 ；Soin　et

al．，2002 ；な ど］や ， 実験室実験 ［Arunachalam

and 　Beck ，2002 ；］ermias ，200ユ］を用 い た研 究

もあ る 。

4＞ Quattrone　 and 　Hopper 　 L2001］ を 除 く と．

　 チ ェ ン ジ の 概念 につ い て詳細 に言及 した論文 は 少

　 ない 。

3．管理会計チ ェ ン ジ研究の

　　　パ ー
ス ペ クテ ィ フ

　本稿で は ， 管理 会計 チ ェ ン ジ研究 を，  構

造 的 パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ （astructural 　 peT．

spective ），   制度論的パ ース ペ ク テ ィ ブ （an

institutional　perspectlve），  普及論的 パ ー
ス

ベ ク テ イ ブ （adiffusion −of −innovation　per．

spective ） の 3 つ に 区分する
5）

。

　 第 1 の 構．造的パ ース ペ ク テ ィ ブ は，図 ユ に示

す よ うな変数問 の 因果関係の特定化を意図 して

い る。管理 会計チ ェ ン ジを引 き起 こす原因や 触

媒 となる要因につ い て は，戦略，組織内外の コ

ン テ ク ス ト要因，行動的要因，チ ェ ン ジ ・プ ロ

5｝　そ の 他 に も，ア ク タ
ー・ネッ ト ワ

ー
ク 理 論

　 ［Latour，1987，1993，1996 ；Oallon，ユ980，1986〕

　 に 依拠 した 研究 群 が あ る。そ れ らは ，60年代の 英

　 国に お け る 割引 キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
法の 普及 プ ロ セ

　 ス の 研究 匚MMer 、1991］，英 国 の 病院 に お け る

　 予 算 シ ス テ ム の 構築 プ ロ セ ス の 研究 ［PrestQn　et

　 a1、，1992］，3 つ の 病院 にお け る会計 シ ス テ ム の

　 エ ス ノ グ ラ フ ィ
ー

［Chua、1995］，　 ABC 導入 に

　 関す る ケ
ー

ス 研 究 ［Brier　 and 　 Chua，2001］，
　 ERP 導 入 の ケ

ー
ス を 素材 に，組織チ ェ ン ジ の 意

　 味 を 追 求 し た 研 究 ［Quattrone　 and 　Hoppeエ、

　 2001］，組織 問 マ ネジ メ ン ト ・コ ン トロ
ー

ル の 導

　 入研究 ［Mouritsen 　et 　al．，200工］ な どで あ る 。

　　 さ ら に は，自己 創 造 理 論 （autopoiesis 　theory ）

　 の 中 で も と りわ け 組織 ア イ デ ン テ ィ テ ィ　（or・

　 ganizational　identlty、　Morgan，1997） 概念 に 依

　 拠 した Seal ［2001］ の 研究がある 。
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セ ス 要因 ， 技術要因な ど に焦点 を当て て きた 。

第 2 の 制 度 論的パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ は ，Burns

and 　Scapens ［2000］に依拠 した研 究だ け で な

く，制度論の 発展 とと もに ，研究 の 展開 も広が

りを見せ て い る 。 第 3 の 普及論的 パ ース ペ ク

テ ィ ブ は，RQgers ［1995］ に代 表 され る社 会

学 を中心に，他の 学術領域で は 多 くの 研究蓄積

が確認されて い るが，管理会計領域にお い て は，

まだ それ ほ ど浸透 して い ない ア プ ロ
ー

チ で あ

ろ う。

3．1．構造的 パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ

　管理 会計シ ス テ ム ・チ ェ ン ジが なぜ 起 こ る の

か とい っ た 要因 を特定化 しよ うとする多 くの 研

究が 展開され て い る （表 1参照）。 こ れ ら の 研

究に共通 する分析視角を構造的パ ース ペ ク テ ィ

ブ と呼ぶ こ とにする 。

　対象とな る管理 会計シ ス テ ム は
，
Libby　and

Waterhouse ［1996］が 取 りあげた 23の 管理 会

計 シ ス テ ム を踏襲 した研究が 多 い 。そ の 23の 管

埋会計シ ス テ ム とは， 5 つ の 計画シ ス テ ム （予

算，業務計画，投資予算，戦略計画 ， そ の 他の

計画 シス テ ム）， 5 つ の コ ン トロ ー
ル

・
シ ス テ

ム （個人や チ ーム の業績測定 ， 組織 の 業績測定 ，

品質の 業績測定，顧客満足の 業績測定，そ の 他

の 業績測定）， 5 つ の 原価計算 シ ス テ ム （製造

間接費の 配賦 マ ー
ケ テ ィ ン グ ・コ ス トの 配賦，

そ の 他の 間接費の 配賦，部門間の 中 間製 品の 振

替，その他 の 原価計算 シ ス テ ム ）， 3 つ の 報酬

シ ス テ ム （ボー
ナ ス ，業績連動給与 の 計画，そ

の他 の報酬 シ ス テ ム ）と， 5 つ の 意思決定 シ ス

テ ム （よ り頻繁に 報告 され る情報，よ り非財務

的な測定 の 使用 ， よ り広 く報告 され る情報，報

告 シ ス テ ム の そ の 他の チ ェ ン ジ，こ の リ ス トに

表 されて い な い シス テ ム の その 他の チ ェ ン ジ）

に よ り構成 され る 。

　そ の 他 に も，振替価格 ［Boyns　et 　al．，1999 ；

Helden　 et 　 aL
，
2001］ や，伝 統 的 原 価 計 算

［Jermias，2001］，製品価格の 決定 ［Arunachalam

and 　Beck，2002］ と い っ た伝統的 管理 会計 シ

ス テ ム を対象 と し た研究 も見 られ る
。

VoL　43　 No．2

　研究方法論の 観点か らは，サ ーベ イ研究の多

くが，管理 会計シ ス テ ム ・チ ェ ン ジ を従属変数

とし，組織内外の さま ざまな要因を独立変数 と

して い る 。 例外的に は ，従属変数に組織 ・部 門

の 業績 を設 定 した 研 究 もあ る ［Baines 　and

Langfield −Srnith
，
2003 ；Williams　and 　Seaman

，

2002］。 ケ
ー

ス 研究で は ，管理会計シ ス テ ム ・

チ ェ ン ジの 原因を特定化 しよ うとした初期の 研

究で あ る Innes　 and 　Mitchell ［1990］ とそ の

追試で ある C。bbeta1，［1995］や ，振替価格

の チ ェ ン ジ の 同様 の 要 因 に 焦 点 を 当 て た

Boyns 　et　al ，［1999 ］　と Helden　et 　al ．［2001］

が ある。他 に も， メ ール ・サーベ イ と数学モ デ

ル と を 併 用 し て ， Libby　 and 　 Waterhouse

［］996］の 用 い た23の 管理会計 シ ス テ ム の
一部

の チ ェ
・
ン ジ の 原 因 を 説 明 し よ う と し た

Laitinen ［2001］ や ，実験 室実験 を実施 する

こ と で
，

コ ミ ッ トメ ン トや フ ィ
ー

ドバ ッ ク の影

響 と い っ た個 人 レ ベ ル の 分析 を可 能 に した

Arunachalam　and 　 Beck 　［2002］　や Jermias
［2001］の研究が ある 。

3，2．制度論的 パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ

　第 2 の パ ース ペ クテ ィ ブ と して ，制度論的

パ ース ペ ク テ ィ ブ を取 り上 げる
。

　〔1） R，Scapens の 制度論的 ア プ ロ
ー

チ

　Scapens ［1994］は ， 管理 会計研 究に お ける

制度論的ア プロ ー
チ の 概念的ア イ デ ア を提示 し

た 。 さらに ， Burns　and 　Scapens ［2QOO］ は，

「制度」 の 普遍的な定義はな い と断りなが らも，

古典派制度経済学にお い て 共通 して用 い られ る

定義 と して
， 「集団 の 慣行や 人 々 の 習慣 に埋 め

込 まれ た，い くつ か の不朽，不変の 思考，行為

の 方法」 ［Hamilton ，
1932

，
　p．84］ を引用 し，

制度とは，人間の 活動に ，慣行 と社会的
一t・貫性

を課すもの だ と説明 して い る 。

　以下，Burns　and 　Scapens ［2000 ］に基づ き，

ル
ー

ル と ル ーテ ィ ン の 相違 を概説す る （表 2 参

照）。 まず，ル ール は 乎続 きを形式化 した ス

テ
ー

トメ ン トで ある の に対 して，ル ー
テ ィ ン は

実際に 使 われ て い る手続 きだ と区別 され る 。
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ス 研究 か ら，製

　造技術の 変化 と管理 会社 シ ス テ ム ・チ ュ ン ジに 関

　す る フ レーム ワ
ーク を提示 し た Bruggeman 　 and

　Slagmulder［1995］な どが あ る 。

6） そ の 他 に も，ス ペ イ ン の ある 会社 の 成 長 プ ロ セ

　 ス の 中 で 管理 会 計 シ ス テ ム が整 備 され て い くチ ェ

　 ン ジ ・プ ロ セ ス を記述 した ケ
ー

ス 研究 ［A 皿 at　et

　al．，1994］ や ，製造技術 の 変化が 投資意思 決定 ／
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表 2　ル ール と ル ーテ ィ ン の 相違

ル
ー

ル ルーテ ィ ン

定義 手続 きを形式化 した ス テ
ー

トメ ン ト 実1祭に 使 わ れ て い る手続 き

チ ェ ン ジ の 容易 性 容易 困難

チ ェ ン ジの タ イ ミ ン グ 不 連続 な 間隔で の み 絶 え 間 な く冉 生産 され る 累積的チ ュ

ン ジ ・プロ セ ス に 潜在
　　　　　ヒー．．冖

管理 会 計の コ ン テ クス ト 公式 の 管理 会計 シ ス テ ム を構 成　　　　実際 に使 わ れ る 会計手続き

出典 lBurns 　nnd 　Scapens ［2000 ，　p　 7］の 内容 を基 に 作成。

ル ール は，通常 は不連続な間隔で の み チ ェ ン ジ

する もの で ある
一

方で ，ル
ー

テ ィ ン は，絶え間

な く再生産 され る 累積的チ ェ ン ジ ・プ ロ セ ス の

中に存在する潜在性 を もっ て い る。

　 しか しなが ら，特定 の ル
ー

テ ィ ン が修正 され

る範囲は，他 の ル
ー

ル とル
ー

テ ィ ン に依存 して

い る 。

　管理 会計の コ ン テ ク ス トに お い て は
，

ル
ール

は，手続 きマ ニ ュ ア ル に 書 き記 され る ように，

公式の 管理 会計シ ス テ ム を構成する の に対 して ，

ル ーテ ィ ン は，実際に使われ る会計手続 きで あ

る とされ る 。 両者は密接な関係にあ る が ， 混同

しな い こ とが重要で あ る 。 実際に使用 され る 管

理会計実務が ，そ の 手続 きマ ニ ュ ア ル に記載 さ

れ た管理会計 シ ス テ ム を再現 す る と は 限 らない 。

　加 え て ， Burns　 and 　Scapens ［2000 ］ は ，

Barley　and 　To ！bert ［1997］ の 制度化 プロ セ ス

の フ レ
ー

ム ワ
ー

クを修 正 し， 管理会計チ ェ ン ジ

研究 の ため の フ レ
ー

ム ワ
ーク を開発 した。以 下，

Burns　and 　Scapens ［20001 に基づ き，制度化

プ ロ セ ス を概 説する 。

　図 2 の 上部 に制度 の 領域，下部に は行為の 領

域が示され て い る
。

こ れ らの 領域は
， 時間の 経

過 と ともに，累積的なチ 」 、ン ジ ・プロ セ ス の 中

で 進行す る 。
ル
ー

ル とル ー
テ ィ ン は

，
こ の 2 つ

の 領域を つ な ぐ様態 として の 役割 を担 っ て お り，

こ れ ら 2 つ もまた，累積的なチ ェ ン ジ ・プ ロ セ

ス の 中で 進行する 。しか し なが ら，時と して，

新 しい ル
ール や ル ー

テ ィ ン が，よ り不連続な方

法で 導入 もしくは 出現する こ とが ある 。
こ れ に

つ い て は a か ら d の 矢印を見て い ただ きた い
。

a と b は同時的な変化 を意味 し， c と d は 時間

の 経過に伴なう変化で あ る 。

　最初 の プ ロ セ ス （矢印 a ）は，制度的 な原

理 ・原則を ル
ー

ル とル
ー

テ ィ ン に コ ー
ド化する

プ ロ セ ス で あ る 。
こ の コ

ー
ド化 プロ セ ス は ，実

際 に，その 意義，価値，パ ワ
ー

を例示す る こ と

を通 じて，組織に お い て 当然だ と考え られ る前

提条件を もた らす 。

　第 2 の プ ロ セ ス （矢印 b）は
，

ル
ー

ル と ル
ー

テ ィ ン を規 定す る プ ロ セ ス であ る。こ の 規定 プ

ロ セ ス は，選択を続 ける とい う場合 もあるか も

し れ な い が，よ り　
一
般的 に は，どの よ うに すべ

きか に つ い て ，反射的 な モ ニ タ リ ン グと暗黙知

を適用 す る結果 とし て もた らされ る。と りわ け，

その ル
ー

ル と ル
ー

テ ィ ン が ，現存する意義や価

値 に挑戦 し，行為者が そ の プ ロ セ ス に介在する

十分な パ ワ
ー

を持つ 場合 に は，こ の プ ロ セ ス は

抵抗に あうか も しれな い
。

　第 3 の プ ロ セ ス （矢印 c ）は ，ル ーテ ィ ン の

再生 を導く反復行動 と して起 こ る 。 こ うした再

生 産は，意識 的な もの もあれば，無意識的な も

の もあ る 。

　 最後の 第4 プロ セ ス （矢印 d ）は，ル
ー

ル や

ル
ー

テ ィ ン の 制度化である 。 ル ール や ル ーテ ィ

ン が物事の や り方を単純に する 。 すなわ ち，そ

れが制度であ る。

　 こ れ らの 制度が ， 継続 し て い くル ール や ル ー

テ ィ ン に コ
ー

ド化 され，新 しい ル
ー

ル を形成 し

て い く。
こ う した プロ セ ス を繰 り返すの で あ る 。

　 さらに，Burns　and 　Scapens ［2000］　1ま，管

理 会計チ ェ ン ジ
・プロ セ ス を分類する 3 つ の 軸
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図 2 制度化プロ セ ス
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a ：コ
ー

ド化，b ：規定，　 c ：再生 産，　 d ：制度化

　出典 ：Burns　and 　Scapens ［2000、　p．9］。

を提示 した 。

　  公式
一
非公式 （fQ・ mal 　vs ．　inf。 rmal ）

　公式な管理会計チ ェ ン ジ は，通常，新ル
ー

ル

の導入 や，パ ワ 7 を もっ た個人や集団の行為を

通 じた意識 的 な設計 に よっ て引 き起 こ さ れ る e

一
方 の非公式 な管理 会計チ ェ ン ジは，よ り暗黙

的な レベ ル で 起 こ る 。 例え ば，業務条件が 変わ

る に つ れ て，時 間の 経 過 と と もに 新 た なル ー

テ ィ ン が採用 される よ うな場合で ある 。

　おそ ら く，既存の 管理会計 ル ー
テ ィ ン に埋 め

込 まれ た思考方法の チ ェ ン ジを試み る よ りも，

新しい 管理会計シ ス テ ム や技法を導入する よ う

な公式の管理会計チ ェ ン ジ の 方が容易で あ る と

思 われ る だ ろ う。 しか しな が ら
， 公式な管理 会

計チ ェ ン ジ の 成功 に は
， 同時に思考方法 の チ ェ

ン ジ などの非公式なチ ェ ン ジ が伴な わ なけれ ば

な らない 。

　管理会計研
．
究者は ， 公式な管理会計チ ェ ン ジ

の よ うな意図的なチ ェ ン ジだ けで な く，意図せ

ざる非公式な管理会計チ ェ ン ジを も探索 しな け

れ ばな らな い 。

  革新的一
発 展的

　　　（revolutionary 　vs ．　evolutiOnary ）

　革新的チ ェ ン ジは，既存の ル ーテ ィ ン と制度

の 根本的な崩壊 を もた らすの に対 して ，発展的

チ ェ ン ジ は，既存の ル ーテ ィ ン と制度 の マ イ

ナ
ー ・チ ェ ン ジ を もた らすイン ク リメ ン タ ル な

もの で ある 。 こ こ で 言 う革新的とは，個々 の 管

理会計技法や シ ス テ ム の 革新性で はな く，む し

ろ既存の 制度 に対する潜在的な影響で あ り，通

常，革新的チ ェ ン ジは潜在的な困難性 を伴 な う。

　 ま た
，

チ ェ ン ジ が 意図的な場合 と意図せ ざる

場合に も， 重要な違 い が ある。管理会計シス テ

ム の 意図的なチ ェ ン ジ が ，ル
ー

テ ィ ン と制度 の

中に し っ か りと根 を下 ろす場合 には，革新的 と

は言えな い
。　

・
方， 非公式なプ ロ セ ス における

意図せ ざるチ ェ ン ジで あ っ て も， 少な くともそ

の 原理 にお い て既存の 制度 に挑戦 しうる場合 に

は ，革新的とな りうる 。

　管理会計チ ェ ン ジ を制度の コ ン テ ク ス トで 認

識する 重 要なポイ ン トの ひ とつ と して ，制度 と

チ ェ ン ジ ・プ ロ セ ス の イ ン ターラ ク シ ョ ン の 研

究がある 。 実際に ，意義の ある革新的管理会計

チ ェ ン ジが ル ーテ ィ ン や制度 に それ ほ ど影響 を

与 えな い こ と もある し，マ イナ
ーな管理会計

チ ェ ン ジ が よ り重要な影響 を及 ぼす こ と もあ る
。

　  後退的一進歩的

　　　 （regressive 　vs 、　progressive）

　 第 3 の 分類軸は，管理会計チ ェ ン ジ ・プロ セ

ス に注 目 し， Tool ［1993］の 分 類 に依拠 して

い る。

　儀礼的な支配 を強化 し， それ ゆえ制度の チ ェ

ン ジ を制限する もの を後退 的チ ェ ン ジ，儀礼的

な行動 を有用 な行 動 に置 き換え る もの を進歩的

チ ェ ン ジ と呼ん だ 。

　 こ の 分類は，研究者が，研究対象の 管理会計

ル
ー

テ ィ ン が主 と して儀礼的か ど うか を考 える

概 念的な 出発点を提供す る 。 もちろ ん ，そう し

た研究の ため に は，さら に両者 を区分する基準

を精緻化する必要が あ る 。

　加え て ，管理 会計チ ェ ン ジが組織行動 に与え

る影響 を研究する 上 で ，チ ェ ン ジ ・プ ロ セ ス に

お ける パ ワ ーの役割を認識する こ と の重要性 も

指摘 されて い る 。 そ の パ ワ
ー

とは ， 次 の 3 つ で

ある。第 1 レ ベ ル の パ ワ
ーは

， 管理会計 シ ス テ

ム の ような新 しい 組織ル ール を導入するため に

使 われる階層的パ ワ
ー

や 強力な個入的パ ー
ソ ナ

リテ ィ の パ ワ
ー

とい っ た明 自な パ ワ
ー
，第 2 レ
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表 3 新制度派パ ース ペ ク テ ィ ブ の 管理会計チ ェ ン ジ研究
7）

研　　　究 管理会計 シ ス テ ム
・
情報 理 論 ベ ー

ス

Lapsley　and 　Pallot ［2000］ 管理 会計情報 Meyer 　and 　Scott ［1992］

M ・ del1 ［2001］ パ ブ リ ッ ク
・
セ ク ター

の 業績測定 Oliver［1991］

Collier ［2001］ 財務管理 パ ワ
ーとル

ー
ス ・カ ッ プ リ ン グの

旨
1概念

Granlund　and 　Malmi ［2002］ ABC ，予算 シ ス テ ム ，　 BSC ，シ ェ

ァ
ード ・サ

ー
ビ ス ・セ ン タ

ー
な ど

DiMaggio　and 　Powen ［1983］

Granlund　and 　Lukka 　［1998］

S 。in　et　al ［2002 ］ ABC Burns　and 　Scapens　［2000］

ベ ル の パ ワ
ー

は，特定の 利害グ ル ープが好む，

組織や 管理 会計 ル
ー

テ ィ ン の 儀礼 を通 じ て 生 じ

る パ ワ
ー

の微妙な行使，第 3 レ ベ ル の パ ワーは，

組織 メ ン バ
ー

の 行動や 考え方を形成 し， そ れ ゆ

え組織の 安定を もた ら し，組織的ノ ウハ ウをま

とめ る ， 制度化 され た ル
ー

テ ィ ン に埋め込 まれ

た パ ワ
ー

で あ る とされ る。

　（z） 制度論的 パ ー
ス ペ クテ ィ ブ に 基 づ く研究

　以上 の ように概説を述 べ た制度論的パ ース ペ

ク テ ィ ブ に基づ くい くつ か の ケ
ー

ス 研究がある 。

それ らは，既存の 管理会計シ ス テ ム を対象と し

て ，組織成員 の 利用を通 じて再構築され て い く

プ ロ セ ス を記 述 し た ケ
ー

ス 研 究 ［Burns　 and

Scapcns，2000 ； Burns　 et　 aL ，19991　 Roberts

and 　Scapens，1990 ； Scapens　and 　Roberts，

1993］，Burns　and 　Scapens ［2000 ］ の フ レ
ー

ム ワ
ー

ク に基 づ く ABC の 導入 ケ
ー ス 研 究

［Soin，　et　a1．，2002 ］な どで ある。

　Bulns　and 　Scapens ［2000］は ，管理会計 を

合理 的意思決定者の最適 な意思決定 を可能に す

る情報装置 とみ なすような従来型の ア プ ロ
ー

チ

の 限界 につ い て ，次の よ うに 述 べ て い る 。 そ う

したア プロ ーチ か ら は，新 しい技法 を提示する

こ とは で きる か もしれ ない が ，そうした技法が

どの よ うに して組織 に お い て 利用 され る ように

7） Lapsley　and 　Pall。t ［2000］ は，組織変革 に お

　ける 管理 会計 情 報 の 影響 に 焦 点 を 当て た。そ の 他

　 に も，組 織変革 と管理 会計 の 関 わ りに つ い て は，

　Seal ［2001］ が Morgan ［1997］ の 自己創造 理

　論に依拠 して い る。

なる の か，またその 利用 に対す る抵抗 の 本質は

何か を理 解する こ とは で きな い ［p．21］。管理

会計 シ ス テ ム ・実務 を ， 組織 の ル ール とル ー

テ ィ ン と み なす こ と に よ り，管理会計チ ェ ン ジ

を結果 として で はな く，む しろプ ロ セ ス として

探索 し始 め る こ とが で きた ［p．22］ と述べ て

い る 。

　制度論的パ
ー

ス ペ ク テ ィ ブ に基づ く管理 会計

チ ェ ン ジ の 研 究 と して は，2000年以降，Burns

and 　Scapens ［2000］ の フ レーム ワ
ー

ク以外の

新制度派理 論に基づ く研究が登場 して きた （表

3 参照）。 表 3 を見て も分か る とお り，制度論

的 パ ース ペ ク テ ィ ブ の 研究 は，依拠する 理論 も，

対象 とする管理 会計シ ス テ ム ・情報 も多様な広

が りを見せ て きて い る 。

3 ．3．普及論的 パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ

　第 3 の パ ース ペ ク テ ィ ブ と し て，普及論 的

パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ を取 り上 げる 。 管理会計研究

の 領域で は ，まだそ れ ほ ど馴染み の ある パ ー
ス

ペ クテ ィ ブ とは言えない が ，社会学，教育学，

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 学，人類学，マ
ー

ケ テ ィ ン

グ論な ど，多くの 社会科学領域 に お い て研究が

展開され て お り， 経験的研 究の 蓄積 も豊富で あ

る
8〕

。

　｛1〕 Rogers ［1995］ の 普 及 論

　普及 とは，「イ ノ ベ ーシ ョ ン が，社会シ ス テ

8） Rogers ［1995］ に は，こ う した普及 研究の 系

　譜が，包括的 に文献サーベ イ され て い る。
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ム の 成員問 に お い て，時間 の 経過 と と もに コ

ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ・チ ャ ネル を通 じて

， 伝播す

る プ ロ セ ス で ある （Rogers，1995，　p．5）」 と定

義 され る。

　加 えて
， 次に述べ る イ ノ ベ

ー
シ ョ ン の 5 つ の

特性がそ の 普及速度 を規定する とされ る 。

　  相対的有利性 ：イ ノ ベ ー
シ ョ ン が ，それ

　　が取っ て代わる ア イ デ ア よ りも良い もの で

　　ある と知覚 され る程度 。

　  両立性 ： イ ノ ベ ーシ ョ ンが，潜在的採用

　　者の 現在の 価値，規範や過去の経験，並び

　　 に組織的，社会的シ ス テ ム と
一

致 して い る

　　 と知覚 され る程度 。

　  複雑性 ：イ ノ ベ ーシ ョ ン を理解 した り，

　　使用 した りする こ とが 困難 だ と思わ れ る程

　　度。

　  試行可能性 ： イ ノ ベ ーシ ョ ン を，部分的

　　に ， 実験 した り ， 導入 した りす る こ との で

　　 きる程度。

　  　観察可能性 ：イ ノベ ー
シ ョ ン の 成果 が 目

　　に見えた り， 測定で きた りする程度 。

　
一般的に ， よ り大 きな相対的有利性，両立性，

試行可 能性 ， 観察可能性 とよ り少な い 複雑性 を

もつ と知覚され るイ ノ ベ ー
シ ョ ン ほ ど，よ り速

く普及する （適用 され や す い ）［Rogers11995 ，

P，16］u

　 イ ノ ベ ー
シ ョ ン の 5 つ の 特性以外に も，イ ノ

ベ ー
シ ョ ン の普及速度 に 影響を与 え る 変数 と し

て ， イ ノ ベ ー
シ ョ ン 決定の タ イプ （任意的決定，

集合的決定，権威的決定）， コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ

ン ・チ ャ ネ ル （例 ；マ ス メ デ ィ ァ また は 個 人

間〉，社 会シ ス テ ム の 特性 （例 ；規範 ， 相互連

結度 など），チ ェ ン ジ ・エ ージ ェ ン トの 普及促

進活動の程度，が挙げられ て い る。

　 また，チ ェ ン ジ ・エ ージ ェ ン トの 7 つ の 役割

も次の よ うに指摘 され て い る。

　  　ク ラ イ ア ン トの 変化 へ の 欲求を高め る 。

　  情報交換関係 を確立す る 。

　  ク ラ イ ア ン トの 問題 を診断する 。

　  ク ラ イ ア ン トに変化 へ の 意欲 を持たせ る 。

　  　変化 へ の 意欲 を行動に変え る 。

Vol，43　No ，2

　  採用行動を定着させ，断続を防 ぐ。

　  ク ラ イ ア ン トとの 最終的関係 を作り上 げ

　　る ：チ ェ ン ジ ・エ
ー

ジ ェ ン トの最終H 標は，

　　 ク ラ イ ア ン ト ・シ ス テ ム 内部に新 たな行動

　　へ の 自発的変化が 生 じる ように する こ とで

　　ある 。

　〔2） Rogers ［1995］ の 普及 論 に基 づ く研 究

　 Perera，　et 　a1 ，［2003］ は， オース トラ リ ア

の エ ネル ギ
ー会社におけ る振替価格の 10年間に

渡 る普及に関する研究で あ り，Rogers ［1995 ］

の フ レーム ワ
ー

クに依拠 して い る。

　Rogers ［1995 ］ の 普及論 の フ レーム ワ
ー

ク

を採用 した理 由と しては ， 次の 3 点が挙げ られ

て い る
。 第 1 に，イ ノ ベ ーシ ョ ン の 特性の 包括

的な リス トが あ る 。 第 2 に，組織 にお け る イ ノ

ベ ーシ ョ ン ・プ ロ セ ス の 段階 区分が認識 され て

い る。第 3 に，組織内 の 個人 レ ベ ル や集団 レ ベ

ル に適用可能で ある 。

　Perera，。t　al．匚2003］ の 問 題 意識 と して ，

戦略や 組織構造 とい っ た紅織 コ ン テ ク ス ト要因

に 関する既存研究の 知見か らは，「なぜ 振替価

格制度が 1995年 に
一・

度打 ち切 られ，98年に 再導

入 され る よ うに な っ た の か ？」 を説明する こ と

は で きなか っ た と され る。Rogers ［1995］ の

フ レーム ワ ーク に依拠する こ とで ，組織の価値，

規範や 過去 の 経験 が，導 入 （introduction），

棄却 （abandonment ），再導入 （reintroduction ）

と い っ た 各チ ェ ン ジ ・プ ロ セ ス で の チ ェ ン ジ を

説明す る重要な要因で ある こ とがわか っ た 。

　また
，
Malml ［1999］は

，
　 AbrahamsQn ［1991 ］

の 管理技術の 普及 を説明する理論的パ ー
ス ペ ク

テ ィ ブ に依 拠 し て ，
フ ィ ン ラ ン ド に お け る

ABC 普及 の 要因 を説明 しよ うとした。そ の 結

果 ， 普及 の 初期段階で は有用 性の判断に よる影

響が大 きく，そ の 技法が広 く知 られ る段階 に な

ると，新 しい 手法を試 して み た い とい う思 い の

影響が大 き くな り，よ り時間が経過する と， こ

うした流行 の 影響は小 さ くな り，さら に時間が

経過する と，模倣行動 と有用性 の判断に よ る影

響が大 き くな る傾向を示唆 して い る 。
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4．む すび に か えて ：

　　　管理 会 計 チ ェ ン ジ研 究 の 将 来の 可 能 性

　本稿で は，「管理会計 シ ス テ ム ・実務が ，な

ぜ ，どの よ うに チ ェ ン ジする の か を明らか に す

る」管理会計チ ェ ン ジ の研究領域を取 りあげ，

文献サ ーベ イを通 じ， 3 つ の パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ

に基づ い て
， 既存研究を整理 した 。 こ れ らの研

究成果 を統含的に理解する こ とで，管理 会計 シ

ス テ ム ・実務の チ ェ ン ジ に つ い て ，学術的に も

実務的に も多くの こ とを知る こ とが で き よ う
9）

．

　最後 に，管理会計チ ェ ン ジ研究の 将来の 可能

性に つ い て 述べ る こ とで ，結び に代 える こ と と

する 。

　 まず，日本の 管理会計研究 にお い て は，戦略

論，組織論 とい っ た隣接 科学 と の 密接 な リ ン

ケ ージ は と ら れ て きた が，第 3 の パ ース ペ ク

テ ィ ブ で ある Rogers　 L1995］の 普及論の よ う

な社会学 との 接点や，第 2 の パ ース ペ ク テ ィ ブ

で ある制度論に 基 づ く管埋 会計研究の 発展が 期

待 され る。こ れ ら の パ ース ペ ク テ ィ ブの 研究は，

こ れ まで そ れ ほ ど注 目され て こ なか っ たが，本

稿で 取 りあげた ように，90年代以降，興味深い

多 くの 研究蓄積があ り，今後の 展開が期待 され

よう。

　次に，本稿で は，紙幅の 都合 もあ り十分 な文

献サ
ー

ベ イ が で きた と は考え て い ない
。 今後は，

本稿 で は十分 に 取 りあげ な か っ た ア ク タ
ー ・

ネ ッ ト ワーク 理 論に基づ く管理 会計チ ェ ン ジ研

究 も含めた文献サ
ー

ベ イが必要で あろ う。 加え

9） 実際 に，複数 の パ ース ペ ク テ ィ ブ を統合的に 活

　用 した 研究 フ レ
ー

ム ワ
ー

ク に 基 づ く研究 ［Bogt

　 and 　 Helden　 2000］ もあ る。　 BQgt　 and 　He ｝den

　［2000］は ，オ ラ ン ダ政府 の 管理会計 チ ェ ン ジ を

　説明す る た め に   公式の 管理 会計 シ ス テ ム と

　実際 に 使わ れ る もの との ギ ャ ッ プ に つ い て 説明す

　 る 制 度 論 的 ア ブ ロ ーチ 「Burns　 and 　Scapens，
　 2000 ］，  管理会計 チ ェ ン ジ の 組織内部 の 成 功

　要 因 に 焦点 を 当 て る 実 用 主 義 的 ア プ ロ ーチ

　［Shietds　 and 　Y ・ ung ，1989 ］．  管理 会計チ ェ ン

　 ジ の た め の 刺激 とな る プ レ ッ シ ャ
ー

に 注 目 した 行

　動的 ア プ ロ
ー

チ ［Cyert　and 　March ，1963］ の 3

　 つ の ア プ ロ
ーチ を統合 した フ レ

ー
ム ワ

ークを用 い た 。

工09

て ，各パ ー
ス ペ ク テ ィ ブに基づ く研究 の貢献 ，

限界，将来の 研究可能性に つ い て ，十分に論 じ

る必要があ り，こ の 点に つ い て は稿を改める予

定で ある 。

　続 い て ， こ の研究領域で は，複雑な要因が絡

み 合 うチ ェ ン ジとい う現象を的確 に と らえ よ う

とす るためか ，多様 な研 究方法論 が駆使 され て

お り，研究方法論上か らも ， 将来 の 管理 会計研

究へ の 貢献が期待 され る 。

　最後 に，研究 テ
ー

マ ごとに，将来の 研 究 冂∫能

性 を検討
．
しよう．J

　第 1 に，原価企 画 と組 織変革との 関係や海外

移転 に焦点 を当て た研究へ の 貢献で あ る 。 日本

で は管理会計チ ェ ン ジ研 究はあ ま り見か けな い

が ，原価企画研究に お い て は
， 組織変革と の 開

係や海外移転 に焦点 を当て た研 究が あ る
10）
。ま

た，原価企画 に 限 らず ， 日本 の ケ
ー

ス 研究で は，

何 らか の 理論に基づ い て 現象を説明 し よ うとす

る よ りも，管理会計 シス テ ム そ の もの や企業実

務 を淡々 と紹介す る もの が 多い 。今後 は，管理

会計チ ェ ン ジの 理論構築に 向け て ，本稿で 取 り

あげたよ うなパ ー
ス ペ ク テ ィ ブ を活用 した研究

が望 まれる 。

　第 2 に ，ABC ／ABM や BSC な ど の 導入 研

究 へ の 貢献で ある。導入研究 にお い て ，導入 プ

ロ セ ス に 関す る促進 ・阻害要因が 明らか になる

に つ れ，それ らの 知見 を補完する た め に，管理

会計 チ ェ ン ジ研究で活用 されて きた パ ース ペ ク

テ ィ ブ は有用 で ある と考え る。本稿 の 分類 に よ

れ ば，導人研究で は 第1の パ ース ペ ク テ ィ ブ に

基 づ く研 究が 多 く，第 2 ，第 3 の パ
ー

ス ペ ク

テ ィ ブに基づ く研究の貢献可能性が相対的に高

い と もい えよ う。

　第 3に，非営利組織の管理会計研究へ の 貢献

で ある。管理会計チ ェ ン ジ研究で は，政府 な ど

の パ ブ リ ッ ク ・セ ク ターや 病院な どを対象と し

た研究 も多 く，非営利組織の 管理 会計研究へ の

貢献が期待 される 。

lO＞　原価 企 画研究 の 文献サーベ イ は吉田 ［2003｝に

　 詳 しい D
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